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2 ) G-CSFI00ng/ml添加で、各濃度のcNd2により誘導されるADCC活性の増強がみられた。 3)cNd2およ
びG-CSF投与開始3週間後の腫蕩体積はG-CSF単独、 cNd2単独群でコントロール群に比し増殖抑制の傾
向がみられ、さらにG-CSF+cNd2併用群では有意な増殖抑制効果を認めた。これら腫蕩の組織学的検討
では併用群にて好中球エラスターゼ陽性細胞の強い浸潤がみられた。以上の結果より、生体において強い
細胞障害活性を有する好中球がcNd2により誘導されるADCCのeffectorとして作用することが明らかと
なり、またG-CSFによるADCC活性が増強され強い抗腫蕩効果を誘導することが判明した。以上より
cNd2、G-CSFを併用した免疫療法が現在なお難治性である勝癌への新しい集学的治療のーっとしてその
有用性が示唆された。
本論文は勝癌に対する新たなる治療法の開発に寄与するものと考えられる O 従って本研究は博士(医学)
の学位を授与されるに値するものと判定された。
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